
日
、
平
成

年
度
市

14
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重
要
事
業
要
望
に
関
わ
る

懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
市
が
来
年
度

に
向
け
て
、
県
・
国
等
に

対
し
て
行
う
要
望
に
つ
い

て
、
市
当
局
が
議
会
に
説

明
す
る
も
の
で
、
議
会
か

ら
議
長
、
副
議
長
、
各
会

派
代
表
、
４
常
任
委
員
長
、

市
当
局
か
ら
市
長
、
副
市

長
、
各
部
長
な
ど

名
が

29

出
席
、
日
本
共
産
党
市
議

団
か
ら
関
徹
団
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

最
重
点
事
項
８
件
を
始

め
と
す
る

項
目
の
要
望

50

に
つ
い
て
、
当
局
か
ら
の

概
要
説
明
の
後
、
関
団
長

は
以
下
の
点
に
つ
い
て
述

べ
、
当
局
か
ら
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

１
．
中
高
一
貫
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

関

先
の
議
会
で
質
疑
が

あ
っ
た
だ
け
で
、
今
回
、

「
最
重
点
事
項
」
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

県
内
外
の
中
高
一
貫
校

の
事
例
な
ど
調
べ
、
功
罪

を
検
討
し
た
の
か
。

教
育
部
長

グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
し
、
郷
土
に
貢

献
し
よ
う
と
い
う
人
材
の

育
成
は
地
域
の
発
展
に
欠

か
せ
な
い
。そ
の
た
め
に
、

従
来
と
別
の
道
を
用
意
す

る
と
い
う
こ
と
。

功
罪
は
、
や
っ
て
い
く

中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

く
と
思
う
。

関

「
中
学
受
験
競
争
」

と
い
う
弊
害
が
発
生
す
る

こ
と
は
、
全
国
で
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

「
中
高
一
貫
校
を
受
け

よ
う
」
と
い
う
生
徒
の
み

に
止
ま
ら
な
い
重
大
な
影

響
を
も
た
ら
す
。

市
民
に
説
明
も
な
く
、

市
の
方
針
と
し
て
県
に
求

め
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は

容
認
で
き
な
い
。

２
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
に

つ
い
て

関

「
仮
に
協
定
に
参
加

す
る
こ
と
と
な
っ
た
場

合
、
国
民
生
活
に
多
大
な

影
響
が
出
る
こ
と
は
明

白
」
「
本
市
で
は
（
農
業

に
）
…
影
響
を
大
き
く
受

け
る
…
地
域
経
済
全
体
が

低
迷
す
る
」
な
ど
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
へ
の
警
鐘
を
強
く

鳴
ら
す
も
の
と
な
っ
て
い

る
が
、
協
定
反
対
を
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

あ
く
ま
で

年
度
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に
向
け
て
の
要
望
な
の
で

（
反
対
は
）
入
っ
て
い
な

い
。
状
況
に
よ
っ
て
必
要

な
こ
と
は
発
言
す
る
。

３
．
介
護
に
つ
い
て

関

現
在
国
会
で
審
議
さ

れ
て
い
る
内
容
で
は
、
本

市
で
１
６
０
０
人
を
超
え

る
「
要
支
援
」
者
が
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
か
ら
外
さ
れ

る
な
ど
重
大
な
影
響
が
想

定
さ
れ
る
。

大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
特
養
不
足
の
問
題
で

で
は
、
増
設
が
保
険
料
上

昇
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

な
形
で
の
国
の
財
政
支
援

を
求
め
る
な
ど
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

国
の
制

度
改
正
の
方
向
が
見
え
な

い
の
で
触
れ
て
い
な
い
。

本
市
へ
の
影
響
等
が
わ

か
っ
て
き
た
ら
、
適
切
に

対
処
し
て
い
く
。

来
月
下
旬
に
県
知
事
へ

要
望
提
出

要
望
は
、
今
回
出
さ
れ

た
意
見
を
踏
ま
え
て
精
査

し
、
来
月
下
旬
に
県
知
事

に
提
出
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

最
重
点
事
項
は
次
の
と

お
り
。

①
先
端
生
命
科
学
を
駆
動

力
と
し
た
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進

②
高
速
交
通
基
盤
の
整
備

充
実

③
少
子
化
対
策
の
推
進
と

総
合
的
な
子
育
て
支
援
策

の
充
実

④
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

⑤
合
併
市
町
村
に
対
す
る

支
援

⑥
津
波
対
策
を
は
じ
め
と

し
た
防
災
対
策
の
充
実

⑦
農
林
水
産
業
振
興
施
策

の
推
進

⑧
企
業
立
地
促
進
及
び
雇

用
安
定
・
創
出
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

青年参加者募集！！

被災地ボランティア
被災地を自分の目で見て、
一緒に被災者の役に立つ行動をしよう

４月２６日（土）２７日（日）
「全国青年ボランティアセンター」を開設

民青同盟＆
日本共産党共同プロジェクト
◎日本民主青年同盟山形県委員会
◎日本共産党鶴岡地区委員会

ＴＥＬ ０２３５－２２－３３１３

鶴
岡
・
田
川
地
区
日
本

共
産
党
後
援
会
総
会
が
こ
あいさつする日本共産党地方議員（右から加藤太一市議、加藤鉱一市

議、関徹市議、日下部勇一庄内町議、田中晃三川町議、工藤範子庄内町議）

の
ほ
ど
鶴
岡
市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
各
単
位
後
援

会
の
代
表

人
が
参
加
。
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６
月
の
庄
内
町
議
選
挙

の
勝
利
、
来
春
の
県
議
会

議
員
選
挙
で
の
議
席
絶
対

奪
還
、
秋
に
行
わ
れ
る
赤

旗
ま
つ
り
の
成
功
に
向
け

た
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

党
地
区
委
員
会
か
ら

は
、
関
徹
副
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
、
各
市
議
・
町
議

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
委
員
に
は
、
菅
原

健
一
、
堀
内
隆
三
、
水
尾

京
子
、
脇
山
拓
の
各
氏
、

事
務
局
長
に
斎
藤
英
夫
氏

を
再
任
し
ま
し
た
。



日
、
出
羽
庄
内
国
際

13
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
山
形

県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

主
催
の
学
習
講
演
会
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
日
本
医
療
福

祉
生
協
連
政
策
室
長
の
日

野
秀
逸
・
東
北
大
学
名
誉

教
授
、
演
題
は
「
憲
法
を

学
ぶ
～
平
和
と
健
康
を
守

る
た
め
に
」
、
要
旨
は
以

下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

（
文
責
：
市
議
団
）

安
倍
政
権
は
「
戦
後
レ

ジ
ー
ム
の
転
換
、
戦
後
レ

ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
「
靖
国

派
」
を
母
体
に
戦
後
世
界

秩
序
へ
の
乱
暴
な
挑
戦
を

繰
り
返
し
、
国
際
的
な
批

判
を
呼
び
起
こ
し
、
信
用

・
信
頼
を
失
っ
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
二
つ
の

野
望そ

の
２
つ
の
野
望
は
、

①
「
積
極
的
平
和
主
義
」

と
称
し
て
、
日
本
を
「
戦

争
す
る
国
」に
す
る
こ
と
、

②
「
世
界
で
企
業
が
一
番

活
動
し
や
す
い
国
」
と
称

し
て
、
「
大
企
業
を
世
界

経
済
の
主
役
」
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。

①
は
、
軍
事
費
を
増
や

す
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
、
「
集
団
的

安
全
保
障
」
「
武
器
輸
出

新
原
則
」
な
ど
、
憲
法
を

閣
議
で
解
釈
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
。

②
は
、
生
存
権
、
幸
福

追
求
権
、
基
本
的
人
権
、

夫
婦
同
権
、
人
類
の
自
由

獲
得
の
成
果
等
々
の
憲
法

規
定
に
抵
触
す
る
。

憲
法
を
武
器
に
新
時

代
を
切
り
開
こ
う

安
倍
政
権
の
改
憲
暴
走

を
食
い
止
め
る
こ
と
は
、

日
本
の
民
主
的
・
平
和
的

進
路
に
と
っ
て
非
常
に
大

き
な
意
味
を
持
つ
。

問
わ
れ
る
の
は
、
平
和

的
生
存
権
の
具
体
化
で
あ

る
雇
用
・
社
会
保
障
改
善

に
よ
る
人
間
的
生
活
路
線

か
、
そ
れ
と
も
憲
法
違
反

の
生
存
権
否
定
・
社
会
保

障
削
減
の
「
自
公
＋
α
」

勢
力
に
よ
る
非
人
間
的
生

活
路
線
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
全

面
的
な
「
自
共
対
決
」
の

本
格
的
な
幕
開
け
に
な
っ

て
い
る
。
憲
法
を
武
器
に

展
望
あ
ふ
れ
る
新
時
代
を

切
り
開
こ
う
―
と
結
び
ま

し
た
。

講
演
の
趣
旨
は
、
日
本

医
療
福
祉
生
協
連
か
ら
出

版
さ
れ
て
い
る
虹
の
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
『
憲
法
を
学
ぶ

～
〝
海
外
で
戦
争
を
す
る

国
〟
に
さ
せ
な
い
た
め
に

～
』
（
日
野
秀
逸
著
、
増

補
改
訂
・
４
７
７
円
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
庄

内
医
療
生
協
組
織
部
（
電

話

‐
５
７
６
９
）ま
で
。
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工
藤

博
司

今
年
は
雪
は
少
い
も
の
の
、
三
月
に

入
っ
て
も
気
温
が
低
く
、
そ
の
た
め
低

い
山
ふ
と
こ
ろ
に
も
ま
だ
残
雪
が
見
ら

れ
ま
す
。

月
山
も
雪
を
厚
く
か
ぶ
り
、
頂
上
稜

線
か
ら
は
じ
ま
る
雪
解
け
に
も
少
々
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

四
月
に
入
っ
て
か
ら
の
月
山
の
白
光

は
見
事
で
、
全
天
青
空
の
日
な
ど
は
、

目
が
開
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
ま
ぶ
し
さ

で
す
。「
春
光
」
の
季
語
は
、「
春
の
色
」

「

春

望
」
と
も
い
い
、
冬
を
脱
し
た

し
ゆ
ん
ぼ
う

太
陽
の
か
が
や
き
、
ま
た
そ
の
陽
の
も

と
に
あ
る
景
色
や
風
の
色
な
ど
も
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
庄
内
の
人
々
も
よ
う
や
く
野
に
出
て
、
田
仕
事
、
畑
仕

事
の
準
備
に
か
か
り
ま
す
。
梅
が
咲
き
は
じ
め
、
桜
の
開
花
も
も
う
す
ぐ
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
今
年
の
四
月
は
消
費
増
税
が
ら
み
で
春
の
喜
び
も
複
雑
で
す
。

め
で
た
さ
も
中
ぐ
ら
い
以
下
で
し
ょ
う
か
。

（画・加藤貞雄）

温海庁舎入札結果（ ）内は予定価格
4月10日入札分

・しゃりん駐車場整備工事第１期工事（早田地内）
(株)マルゴ 33,900,000円（35,700,000円）工期～9/17（落札率95.0％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
4月10日入札分

・七窪湯野浜線ほか１路線道路改良工事(債務負担行為)（湯野浜一丁目地内）
(株)ユーエル 4,450,000円（4,549,000円）工期～7/18（落札率97.8％）
・加茂中学校前港湾線道路改良工事(債務負担行為)（加茂地内）
(株)ユーエル 5,800,000円（6,510,000円)工期～7/18（落札率89.1％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
4月4日入札分

・市道日野沢線道路改良工事(Ｈ25繰越)（砂川地内）
(株)金丸建設 8,800,000円（9,259,000円）工期～8/22（落札率95.0％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
4月4日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区農業集落排水処理施設基礎地盤改良工事(そ
の２)（羽黒町狩谷野目地内）
(株)山田工務店 70,000,000円（71,540,000円）工期～6/27（落札率97.8％）

第８５回

メーデー鶴岡田川地区集会
働くものの団結で生活と権利を守り、

平和と民主主義、中立の日本をめざそう！！

日時 ２０１４年５月１日（木）

会場 鶴岡公園疎林広場

内容 集会・デモ行進・交流会

主催：メーデー鶴岡田川地区集会実行委員会

お問い合わせ：TEL/FAX.0235-25-1816

（鶴岡田川地域労連事務局）
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